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　錦秋の候、皆さまにはご清祥のこととお慶び申し上げます。日頃は私の活動にご指導をい
ただき誠にありがとうございます。
　9月の定例会では平成 28 年度の一般会計のほか 9議案の特別会計が審査され、いずれも
認定されました。この審査を踏まえ平成 30 年度の予算が計画されます。

平成29年第３回定例会　平成28年度一般会計決算質疑
1.財政事情の今後の課題について

問　28年度決算を踏まえた今後の課題として「子
育て世代への積極的支援」と「地域産業を活性化さ
せるための地域資源の活用とインフラ整備」が重要
であると決算資料の中で記述している。どのような
事業を想定し、多様な行政需要に応えるのか。

答　現在は想定したものはない。次年度に向け、
これから検討する。

2. 交通安全対策について

問　防犯灯のLED更新事業は28年度からの3ヶ
年事業であるが、予定どおり完了する見込みか。

答　予定どおり進んでいる。　

問　道路脇の電柱に添架している防犯灯が疎
まば

らで
あり、安全性が十分でない。通学路では児童生徒
の交通安全のため、更新するだけでなく新たに添
架設置すべきだがどうか。

答　地域や保護者からの要望があれば新たに設置
すべく対応する。

3. 市 HP管理について

問　市のHPに掲載しているPDFファイルなどに
文字情報が付加されていないため検索できないも
のがある。文字情報を付加するには専用ソフトを
使うか、ファイル作成した業者や担当者が再PDF
化すれば負担が少なく、検索可能になるが対応す
べきだがどうか。

答　実施するよう努力する。

4. 地域資源活用推進事業について

問　グリーンツーリズム開発業務委託の内容はな
にか。

答　森林体験を主としたモニターツアーの開発と
実施である。

問　自然豊かな魚沼市をアピールするためにも、
昨年度制定した魚沼市自然環境保全条例で指定し
ている貴重な地区や動植物を活用したプログラム
も開発すべきだが、保全条例を踏まえたものであっ
たか。

答　特に条例で指定した資源の活用については実
施しなかった。

※　グリーンツーリズムとは。
　　農山漁村地域において自然、文化、人々との
　交流を楽しむ滞在型の余暇活動です。

5. 体験型観光推進事業について

問　本事業で友好都市児童の稲刈り体験等の受入
をしているが、児童生徒だけでなく、大人も対象
として体験型観光事業を推進するべきだがどうか。

答　29 年度から友好都市の家族等の体験モニター
ツアーを開始した。成果を検証しさらに推進する。

問　受入を担っているのは地域づくり振興公社と地
域復興支援員だが、震災復興基金申請は来年度は予
定されていなく地域復興支援員の配置がなくなる。
今後も受入を継続するには新たな担い手または組織
が必要である。そのための検討はしているか。

答　来年度以降の継続が可能となるよう検討を開
始したところである。



富永三千敏 議会活動の概略
月 日 曜日 内　　　容 月 日 曜日 内　　　容

魚沼市議会の本会議がインターネットで見ることができます。魚沼市 → 魚沼市議会 → 本会議録画映像配信
また、議事録もご覧いただけます。

8

9 水 会派会議

10 木 南魚沼市湯沢町魚沼市議員連絡協議会総会

20 日 会派会議

22 火 会派会議

22 火 中越地区市議会議員研修会

24 木 会派勉強会

30 水 全員協議会

30 水 総務委員会傍聴

9

2 土 湯之谷中学校運動会

4 月 会派会議

7 木 第 3回定例会初日

8 金 第 3回定例会

11 月 第 3回定例会

12 火 第 3回定例会

14 木 総務委員会傍聴

15 金 福祉文教委員会傍聴

19 火 産業建設委員会

19 火 観光地域づくりワークショップ傍聴
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21 木 小沢平登山道整備

23 土 てもんずら展

25 月 決算審査特別委員会

26 火 決算審査特別委員会

27 水 決算審査特別委員会

28 木 決算審査特別委員会
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3 火 第 3回定例会最終日

4 水 湯之谷地区老人福祉大会

5 木 議会改革特別委員会

5 木 会派勉強会

7 土 食まちうおぬま秋の陣～四季の潤い里山まつり出展参加

8 日 東湯之谷コミュニティ協議会まつり

11 水 産業建設委員会　有機センター視察

14 土 会派会議

15 日 コシヒカリ紅葉マラソンスタッフボランティア参加

18 水 議会行政視察 （議会タブレット導入、議会広報編集について）

19 木 議会行政視察 （リノベーションまちづくりについて）

　前号でお知らせした尾瀬の小沢平登山道の整備に行ってきました。
23年豪雨災害で流失した道の付け替え道の階段の修理と登山道を塞
ぐ直径約 60cmの倒木を撤去してきました。この度の活動は魚沼市と
環境省自然保護官、尾瀬保護財団、檜枝岐村との協議を経て実施した
ものです。
　貴重な自然を有する尾瀬国立公園はその保護の程度により整備の内容が異なります。そのルールに従って
整備しました。関係する機関や団体の協力で尾瀬の自然の保護が必要です。

【小沢平登山道の整備】

魚沼市一般会計の歳入と歳出の推移（平成 16 年から 28 年まで）

（決算カードと決算書から引用した数値をグラフ化）

歳入七大財源の推移 目的別歳出の推移

平成28年度一般会計（歳入300億4,893万円、歳出285億8,021万円）を認定
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